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研究要旨 我々は手術成績不良である K-line(-)型頸椎後縦靭帯骨化症に対する

手術療法の更なる成績向上を目標とした、新しいコンセプトの後方除圧矯正固定

術を考案し、複数の関連病院にて前向きに検証を行っている。 

また、以前から研究している CTによる後縦靭帯骨化の 3次元画像解析に加え、平

成 28年度より、靭帯骨化症患者の骨代謝動態の調査研究を開始しており、脊柱靭

帯骨化症における骨代謝動態の基礎データの蓄積と、骨代謝動態と骨化巣進展と

の関連について解析している。 

 

Ａ．研究目的 

手術成績不良とされる K-line(-)型頚椎

後縦靱帯骨化症(OPLL)の患者に対し、後方

除圧固定術(PDF)を施行した症例を調査し、

その手術成績や、成績関連因子を検討した。

その結果を基に、更なる成績向上を目標と

した、新しいコンセプトの後方除圧固定術

を考案しその成績を検証する。 

OPLL患者は一般的に高骨密度・高骨量を

呈することが報告されているが、脊柱靭帯

骨化症における骨代謝動態と骨化巣進展と

の関連などについては不明な点が多い。骨

化症例の骨代謝動態を調査し、様々な骨代

謝マーカーと骨化巣増加率との関連を検討

する。 

 

Ｂ．研究方法 

① OPLL に対する新しい後方除圧矯正

固定術の検討。過去に OPLLに対 

 

 

する後方除圧固定術(PDF)の手術成

績関連因子を検討した結果、JOA 改

善率と術直後 C2-7角に相関を認め

たため、現在前弯位への矯正を併用

した PDFを行っている。矯正 PDF(C

群)を施行した 15 例の手術成績を

非矯正 PDF例と比較した。   

② 靭帯骨化症における骨代謝動態の検

討。画像解析並びに骨代謝動態検査

を調査した 117 例を検討した。骨化

巣の年毎増加率より年 8%以上を進展

群(P 群)とし非進展群(NP 群)との 2

群に分け、関連因子を単変量・多変量

解析にて検討した。 

(いずれの研究は、当院の倫理委員

会より承認されており，患者に説明

書にて説明し，書面による同意を得
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た上で生体材料・画像データを収集

している。) 

  

Ｃ．研究結果 

①K-line(-)型 OPLL に対し、前弯位に矯正

する PDF を施行した連続 15 例(男性 11 例、

女性 4例、年齢 54歳)を調査した。C2-7角

は術前 3.1°が、術直後 10.3°、最終 10.1°

へ推移し、術後有意に前弯を獲得した。術後

K-line(+)率は 93%であった。手術時間 345

分、出血量 298ml であり、短母指伸筋麻痺

を 1例で認めたが、C5麻痺例は認めなかっ

た。矯正/非矯正 PDF の JOA スコア改善率は

術後 1年 67.7/42.5％、最終 65.6/45.9％で

あり、改善率は矯正群で高値であった（p＜

0.05)。【本結果は 2021 年 日本脊髄外科学

会シンポジウムにて発表した】 

 

②117例の内訳は、男性 72 例, 女性 45例,

平均年齢 63.7 歳であった。P 群 29 例(男

性 23 例、女性 6 例)、N 群 88 例(男性 49

例、女性 39 例)に分けられた。単変量解析

では性別(P 群 vs N 群；男性 79.3% vs 

55.7%)、年齢(57.6 歳 vs 65.7 歳)、

BMI(29.2 kg/m2 vs 25.8 kg/m2)、血清

P(2.9mg/dL vs 3.3mg/dL)、血清 TRACP-

5b(319.2mU/dL vs 408.8mU/dL)、血清

Sclerostin(241.2pg/mL vs 199.5pg/mL)、

骨密度(0.82g/cm2 vs 0.73 g/cm2)で有意

差を認めた。多変量解析では年齢、血清 P、

血清 Sclerostin が独立した関連因子であ

った。【本結果は現在論文作成中である】 

 

Ｄ．考察、 

我々は K-line(-)型 OPLLに対する PDFの

成績関連因子を調査し、術直後の C2-7角が

最も手術成績に関連することを報告した。

その結果より、これまで行ってきた術前の

アライメントを維持した非矯正 PDF から、

前弯位へアライメントを矯正する PDF を行

うことで、脊髄後方移動を促し、間接除圧効

果を高めることで成績を向上させることが

できるのではないかと考えた。更に、医原性

神経根障害を予防する目的で、選択的な矯

正と予防的椎間孔除圧を併用する PDF を考

案し、現在多施設前向きに検証中である。矯

正 PDFの JOA改善率は約 68％であり、従来

の PDF より高値といえるが、今後も症例を

蓄積し検証を加える必要がある。 

以前より脊柱靭帯骨化症に対する CT に

よる骨化巣 3 次元解析を行い、骨化進展の

危険因子や術式による骨化巣増加率の違い

を検討してきた。さらに、脊柱靭帯骨化症に

おける骨代謝動態を調査している。骨化巣

増加の危険因子として、従来の年齢・発生部

位・可動性・肥満度などに加え、骨形成マー

カーP1NPや骨吸収マーカーTRACP-5b、骨形

成抑制蛋白である血清 sclerostin、

Dickkpopf-1(DKK-1)などの骨代謝マーカー

との関連を調べた。本研究では、骨化進展危

険因子は若年と低 P血症と血清 Sclerostin

高値が示唆された。血清 Pと Sclerostin は

共に骨代謝に深く関係する項目であり、骨

化進展を予測する重要なバイオマーカーと

なる可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

K-line(-)型 OPLL に対する後方除圧固定

術の成績関連因子を調査し、その結果より

新しいコンセプトの後方除圧固定術を考案

し、現在検証を行っている。また、骨化巣増

加危険と骨代謝動態との関連について継続

的に研究を行っている。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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